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C O N T E N T S

　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
水
野

和
夫
氏
か
ら
新
著

「
人
々
は
な
ぜ
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
の
本
質
を
見

誤
る
の
か
」（
日
本
経

済
新
聞
社
）
を
頂ち

ょ
う
だ
い戴
し
た
。
白
表
紙
、
黒
字
タ

イ
ト
ル
だ
け
の
瀟し

ょ
う
し
ゃ酒
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

　

ブ
ロ
ー
デ
ル
や
ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
を
も
動

員
し
た
壮
大
な
展
開
で
、
刺
激
的
か
つ
論
争
的

な
言
説
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
一
足
先
に
、

私
の
読
後
感
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
本
書
の
エ

ッ
セ
ン
ス
は
次
の
3
点
に
集
約
で
き
る
。

　

第
1
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
、
国
境
を
越

え
て
資
本
が
移
動
す
る
時
代
の
こ
と
で
、「
国

民
国
家
」
の
力
が
衰
退
し
、
代
わ
っ
て
資
本
が

「
帝
国
」
と
結
び
付
い
た
地
域
（
米
国
、
イ
ン

ド
、
ロ
シ
ア
）
の
台
頭
が
顕
著
に
な
る
。

　

第
2
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
社
会
で
は
実
物

経
済
よ
り
金
融
経
済
が
優
位
に
な
る
。

　

第
3
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、
国
家
単

位
の
均
質
性
が
消
滅
し
逆
に
、
国
家
・
個
人
間

の
格
差
が
拡
大
、
二
極
化
が
到
来
す
る
。

　

こ
の
3
本
柱
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
結
論
は
何

か
？　

そ
れ
は
、
格
差
問
題
は
も
は
や
景
気
対

策
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
21

世
紀
の
最
大
の
勝
者
は
、
国
境
を
越
え
る
巨
額

資
本
や
「
超
国
家
企
業
」
で
あ
る
。
そ
の
資
本

移
動
を
決
め
る
も
の
こ
そ
「
利
子
」
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

　

超
低
金
利
政
策
に
張
り
付
い
た
ま
ま
の
現
在

の
日
本
に
は
、
勝
ち
目
が
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
ま
ま
で
は
勝
ち
目
が
な
い
の
だ
か
ら
、
日

本
も
熾し

れ
つ烈
な
資
本
競
争
に
参
加
す
る
し
か
選
択

肢
が
な
さ
そ
う
だ
。
だ
が
何
の
こ
と
は
な
い
。

資
本
競
争
に
勝
っ
た
結
果
は
、
格
差
拡
大
社
会

の
到
来
だ
。
こ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
本
質
だ

と
し
た
ら
誰
の
、
何
の
た
め
の
競
争
か
？

　

経
済
学
の
テ
キ
ス
ト
が
語
る
素
朴
な
経
済
行

為
と
は
、
人
間
が
自
然
、
資
本
、
労
働
の
3
大

生
産
要
素
を
得
て
市
場
経
済
を
行
う
目
的
は
、

た
だ
た
だ
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
で
あ

っ
た
。
だ
が
現
在
、
資
本
（
マ
ネ
ー
）
は
、
生

産
要
素
と
い
う
よ
り
そ
れ
自
身
が
市
場
商
品
に

変へ
ん
ぼ
う貌
し
て
し
ま
っ
た
（
労
働
も
ま
た
し
か
り
）。

こ
れ
が
人
々
の
平
穏
な
社
会
生
活
を
か
き
乱
す

元
凶
で
あ
る
と
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
半
世
紀
前
に

労
働
、
土
地
と
と
も
に
貨
幣
の
商
品
市
場
化
を

糾
弾
し
た
（「
大
転
換
」
原
著
1
9
5
7
年
）。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
本
質
を
見
誤
る
の
は
、

自
分
が
勝
ち
組
に
残
れ
る
と
錯
覚
す
る
人
々
が
、

多
く
の
上
部
組
織
構
造
を
占
め
て
い
る
か
ら
で

は
な
か
ろ
う
か
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
本
質

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授　
篠
塚
英
子

2007年（平成19年）　　4月5日　（木）　　第9822号　（購読料金　月額税込み5,565円）

●国際経済
　結束強化策探る生産国、消費国は懸念
　─急浮上してきたガス版OPEC 構想………… 2
●BANCO
　国会は遠い（安藤　博） ……………………… 3
●照一隅
　中国のテマセク誕生が持つ意味（丈夫理） … 5
●拍子木
　「疑似インフレターゲット」効果（鈍兎能） 7

●解説
　自動車・電機の大半、2年連続賃上げ
　─底上げ進み始めた労働コスト……………… 8
●翔んでけスポーツ　（谷口源太郎） …………11
●インタビュー
　─全信組連新理事長の小山嘉昭氏に聞く……12
●カラム・コラム　（藤原作弥） ………………15
●日銀・金融政策決定会合〈2月20、21日〉 ……16
●政経深層　九段の桜の下で（原田憲一） ……18
●マーケットレーダー　（牧野義司） …………19


